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2015年3月期 決算説明資料
（2014年4月－2015年3月）

2015年6月8日

この資料には、㈱LIXILグループの将来についての計画と予測の記述が含まれています。これらの計画と予測は、リスクや不確定要素を
含んだものであり、実際の業績は様々な重要な要素により当社の計画・予測と大きく異なる結果となる可能性があります。

証券コード： 5938
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2015年3月期 決算の概要

※2015年3月期の国際会計基準（IFRS）ベースの実績は速報ベースのため、変更になる可能性があります。



3Copyright © LIXIL Group Corporation, All rights reserved.

売上

経常利益

当期純利益

のれん償却前ＥＰＳ

Joyou影響前では厳しい環境の中 修正後当期利益公表値上値達成

レンジ 下値
15/2/2発表

業績予想レンジ
見通し

レンジ 上値

16,600 16,750

16,734

530 600

582

245 310

125 147

15/3期実績

579

220

1１2 142

310

15/3期Joyou影響前実績
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*1 従来の「営業利益」
*2 EBITDA＝事業利益＋減価償却費＋のれん償却費

2015年3月期 連結業績結果（日本基準）

単位：億円

増減 ％ 増減

16,287 16,734 447 2.7% 16,734 -

691 517 -174 -25.2% 517 -

事 業 利 益 率 4.2% 3.1% - -1.2P 3.1% -

749 579 -171 -22.8% 582 3

491 530 39 8.0% 624 94

210 220 11 5.1% 310 90

263 326 63 23.9% 415 90

90 112 21 23.5% 142 31

1,248 1,089 -159 -12.8% 1,089 -

EBITDA 比 率 7.7% 6.5% - -1.2P 6.5% -

Joyou影響

経 常 利 益

EBITDA *2

税 前 当 期 純 利 益

当 期 純 利 益
のれん償却前
当期純利益

のれん償却前
EPS(円)

事 業 利 益 *1

15/3期
実績

（Joyou前）

15/3期
実績

売 上 高

14/3期
実績

(訂正後)

前年比
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14/3期
実績

(訂正後)

15/3期
実績

増減額
16/3期

予想

税金等調整前当期純利益 491 530 39

減価償却費 492 507 16 650

減損損失 16 39 23

法人税等支払 -113 -212 -99

運転資本 -422 522 944

その他 371 3 -368

営業キャッシュフロー 835 1,389 554

-2,183 -1,292 891

-653 -626 27 800

フリーキャッシュフロー -1,348 97 1,445

財務キャッシュフロー 1,531 100 -1,431

投資キャッシュフロー

（うち有形・無形資産取得支出）

フリーキャッシュフローは前年比1,445億円増

単位：億円
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単位：億円

連結財政状態

■ 現預金増は有利子負債
返済原資

■ 運転資本改善進む

■ CB1,200億発行を含め、
Net有利子負債は4,187億円
(-428億円)

■ ネットD/Eレシオ 68%
(14/3期末77%)

■ 自己株式購入200億円実施

■ 自己資本比率 -1.1P

14/3月末
(訂正後)

15/3月末 増減額

現 預 金 1,630 2,573 943

売 掛 債 権 4,872 4,439 -434

棚 卸 資 産 2,109 2,276 168

有形･無形固定資産 6,296 6,495 199

そ の 他 2,956 2,970 14

17,863 18,752 890

買 掛 債 務 2,358 2,330 -28

有 利 子 負 債 6,265 6,760 495

そ の 他 3,222 3,526 304

11,845 12,616 771

自 己 株 式 -418 -562 -144

そ の 他 6,436 6,699 263

6,018 6,137 119

33.2 32.1 -1.1P

2,041.34 2,104.27 62.93

290,733 286,352 -4,381 

3.6 3.7 +0.1P

1.3 1.2 -0.1P

ROE(%)

ROA(%)

総 資 産

負 債 合 計

純 資 産

自 己 資 本 比 率 (%)

一株当たり純資産(円)

期 末 株 式 数 ( 千 株 )

LIXILの財務基盤は強固
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• 社内調査委員会(委員長:代表執行役社長)を6月3日付で設置いたしま
した。外部専門家の援助を得ながら調査を継続し、判明した事実に基づ
き再発防止策を策定・実施し、法的措置を取ってまいります。

• さらに世界レベルでグループ全体を対象とする全社ビジネス監査組織
（コーポレートオーディットスタッフ）を構築します。また、社内で内部統制に
必要な人員配置を行ってまいります。

• 当社取締役会は、執行役による上記社内調査の結果を検証し、業務執
行を適切に監督する観点から、社外取締役及び当社と利害関係のない
外部有識者による特別調査委員会（以下、Ｊｏｙｏｕ問題委員会）を本日
付で設置いたしました。

Joyou問題 今後の対応

≪Ｊｏｙｏｕ問題委員会の構成（敬称略）≫
委員長 川口 勉 （公認会計士）

（当社社外取締役）
委員 中村 直人（弁護士）

（中村・角田・松本法律事務所）
委員 高岡 俊文（公認会計士）

（ＫＰＭＧ ＦＡＳ 執行役員パートナー）
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• 本件不正会計の動機、手法、関与当事者等は、現時点において明らかでは
ありません。今後、Ｊｏｙｏｕ問題委員会による調査結果が明らかになった段
階で速やかに公表いたします。

• 今後、この社内調査委員会とＪｏｙｏｕ問題委員会からの提言をふまえて、以
下のような観点で抜本的な再発防止策を早急に検討することとし、財務報
告に係る内部統制の重要な不備の是正に着手していきます。

（１）グローバルなコンプライアンス意識の徹底
（２）リスク特性に適合した内部統制の再構築
（３）内部監査およびモニタリング体制の強化
（４）当社から海外子会社等への管理体制の強化
（５）海外子会社等の人員の教育充実
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 財務影響に関する調査が完了

 東京証券取引所に適時開示を提出し、合計660億円の
損失となることを報告

2016年3月期の重点項目

Joyou

事業基盤  LIXILの事業基盤は盤石であり、強い財務体質はJoyou
問題により損なわれていない

グローバル戦略
 グローバル戦略は継続

 ガバナンス機能と能力を高め、リスクマネジメントと
内部統制を強化する

中国事業
 中国事業へのコミットに変更なし

 INAX、アメリカンスタンダード、GROHE等のブランドを活用
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新体制における2016年3月期の見通し

真のグローバル組織としての成長
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グローバル

各地域におけるＮｏ.１ブランドからなる、
水回り・住宅・ビル・キッチン領域で世界をリードするメーカー

テクノロジー

テクノロジーとデザイン、品質を結ぶ
業界の先駆者

ブランド

お客様の存在によって築かれる、
グローバル・各地域のマーケットにおいて
高いシェアを誇るブランドポートフォリオ

成功への三本の柱
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世界中のマーケットを率いるブランド

LIXIL Water Technology

LIXIL Building Technology

LIXIL Housing Technology

LIXIL Kitchen Technology

衛生陶器 国内 No.2

ユニットバス 国内 No.1

水栓金具 グローバル No.1

衛生陶器北米 No.1

カーテンウォール グローバル No.1
キッチン 国内 No.1

窓サッシ 国内 No.1

エクステリア 国内 No.1

玄関ドア 国内 No.1



13
Copyright © LIXIL Group Corporation, All rights reserved.

流
通
・小
売
り
事
業(

D
&

R
)

Human Resources

Legal

Public Affairs

Finance

LIXIL Group

L
IX

IL
 W

a
te

r T
e
c
h
n
o
lo

g
y

(
L
W

T
)

L
IX

IL
 H

o
u
sin

g
 T

e
c
h
n
o
lo

g
y (

L
H
T
)

L
IX

IL
 K

itc
h
e
n
 T

e
c
h
n
o
lo

g
y (

L
K
T
)

住
宅
・サ
ー
ビ
ス
事
業(

H
&

S
)

LIXILM&A IR/渉外 Audit

R&D*, Quality, IT, Etc.

LIXIL Japan Company (LJC)

L
IX

IL
 B

u
ild

in
g
 T

e
c
h
n
o
lo

g
y (

L
B
T
)

今回、新体制の有効性を確認

*基礎研究
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2016年3月期業績予想

単位：億円＜対外公表値ベース＞

*1 日本基準では従来の「営業利益」、IFRS基準では「売上-売上原価－販管費」 （特損益など一時費用を除いた利益）
*2 IFRS基準の「営業利益」
*3 日本基準では「事業利益＋減価償却費＋のれん償却費」、IFRS基準では「事業利益＋減価償却費」

GROHE連結、IFRSへ移行

増減

16,734 9,300 10,000 19,300 2,566 18,700 600

517 220 530 750 233 520 230

事業利益率 3.1% 2% 5% 4% - 3% -

- - - 400 - - -

営業利益率 - - - 2% - - -

税前利益 530 - - 340 -190 170 170

当期純利益 220 - - 225 5 30 195

326 - - 225 -101 170 55

112 - - 79 -33 59 19

1,089 - - 1,400 311 1,319 81

EBITDA比率 6.5% - - 7.3% - 7.1% -

15/3期
実績

(日本基準)

16/3期
予想

(日本基準)

IFRS vs
日本基準

増減

EBITDA*3

のれん償却前
当期純利益

のれん償却前
EPS(円)

16/3期 （IFRS)

上期 下期

売上高

営業利益 *2

事業利益*1

通期予想

GROHE影響(億円)
売上

IFRS +1,900
日本基準 +1,420

事業利益
IFRS +190 
日本基準 +60

Joyou損失(億円)
-330

IFRS: 営業利益
日本基準: 特別損失
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ＬＩＸＩＬ Ｗａｔｅｒ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ー ＬＷＴ

 巨大な成長市場

 グローバルマーケットリーダー

 主要地域における先駆者

 マルチのグローバルブランド

 イノベーションリーダー

 コストシナジーを最大化するためのプラッ

トフォーム戦略

 中国戦略は再構築中

※マネージメントノーマライズドベース

Ｗａｔｅｒ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙの新たなグローバルリーダー

4,760 5,040 

15/3期 16/3期予想

前年比 +6%

440 
473 

9% 9%

15/3期 16/3期予想

前年比 +8%

売上 事業利益

: 利益率

単位：M＄ 単位：M＄
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 ＳＣＭの最適化や最新の工場自動
化システムの導入により、国内の利
益体質改善のための体質改革

 市場の需要を満たすトップランナー
基準を満たす製品投入の継続

 国内リフォーム需要や海外展開の加
速により国内新築依存からの脱却

 今期は好スタート

ＬＩＸＩＬ Ｈｏｕｓｉｎｇ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ー ＬＨＴ

蓄積されたブランド力とテクノロジーを持つ日本の長年にわたる先駆者

6,071 6,080 

15/3期 16/3期予想

前年比 +0%

356 408 

6%
7%

15/3期 16/3期予想

前年比 +15%

: 利益率

売上 事業利益

※マネージメントノーマライズドベース

単位：億円単位：億円



17Copyright © LIXIL Group Corporation, All rights reserved.

ＬＩＸＩＬ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ー ＬＢＴ

世界中の都市景観を築いてきた１５年にわたるグローバルリーダー

2,543 2,680 

15/3期 16/3期予想

前年比 +5%

77 

100 

3%
4%

15/3期 16/3期予想

前年比 +30%

: 利益率

 ＬＢＴのグローバル事業をペルマに
集約し、利益率を改善

 東京オリンピックの特需を捕える

 新規プロジェクトやマーケットの選定

 プロジェクト利益率統制は今の受注
残粗利にも反映

※マネージメントノーマライズドベース

売上 事業利益

単位：M€ 単位：M€
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ＬＩＸＩＬ Ｋｉｔｃｈｅｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ ー ＬＫＴ

シェアおよび収益性のＶ字回復

: 利益率

1,137 1,180 

15/3期 16/3期予想

前年比 +4%

-7

25 

2%

15/3期 16/3期予想

-

売上 事業利益

 人工大理石やステンレスの他、セラ
ミックを天板に使用した新商品を
続々投入。中高級品市場の強化

 現地のパートナーのハイアールと共
に中国のビジネスの拡大

※マネージメントノーマライズドベース

単位：億円 単位：億円
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流通・小売り事業 ー D&R

1,988 
2,070 

15/3期 16/3期予想

前年比 +4%

84 103 

4%
5%

15/3期 16/3期予想

前年比 +23%

: 利益率

売上 事業利益

15/3期のホームセンターの
前年比 事業利益成長率 比較 （対競合）

35%

17%

0% -1% -22% -25%

-52%

（3月～2

月）

（4月～3

月）

A* B* C** D** E*

競合

*年度：3月～2月, **年度： 4月～3月

１１年 （～16/3期予想） 連続増収 過去最高益更新

※マネージメントノーマライズドベース

 成長戦略による売上拡大と構造改
革による効率化で増収増益を継続
し、高収益体質を確立

単位：億円 単位：億円
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42 
43 

7% 7%

15/3期 16/3期予想

前年比 +2%

住宅・サービス事業 ー Ｈ&Ｓ

599 
620 

15/3期 16/3期予想

前年比 +4%

: 利益率

売上 事業利益

※マネージメントノーマライズドベース

日本最強レベルの住宅・サービス事業ネットワーク

 ＬＩＸＩＬグループの総合力と新サービス
により、住まいと暮らしの価値を高め
るソリューション＆サービスビジネスを
戦略的に展開

 各事業のプラットフォーム機能＆金融
サービス事業開始

 ストック領域ビジネス・・・住宅検査・評
価・維持管理、住み替え対応ビジネス

 高齢化社会の住生活サービス

単位：億円 単位：億円
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2016年3月期 マネージメントＫＰＩ （報酬連動ベース）

M＄ 億円 M€ 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

5,040 6,080 2,680 1,180 2,070 620 - 19,480 -180 19,300

前年比(%) +6% +0% +5% +4% +4% +4% - - - +13%

473 408 100 25 103 43 -414 860 -110 750

前年比(%) +8% +15% +30% - +23% +2% - - - +40%

管 理 通 貨

ノーマライズドＥＢＩＴ

売 上 高

連結公表
ベース
(IFRS)

Vs.
15/3期

実績
(IFRS)

換算レート
リスク＆PPA

LWT LHT LBT LKT D&R H&S

HQ及び
連結調整 合計

David J. 
Haines

Nicola
Greco

井植 敏雅 藤森 義明 豆成 勝博 松村 はるみ

※円貨換算レート 1$=120円、1€=130円

※
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株主還元

 自己株式取得
資金状況、株価水準を判断し、機動的に実施する方針。

 株式会社の支配に関する基本方針

当社では、多数の株主に株式を中長期で保有していただくことが望ましいと考え、業績を
向上し企業価値を高めて、株主の支持をいただけるような施策を打ってまいります。
よって、敵対的買収防衛策については、特に定めておりません。

 配当方針

配当金についてはのれん償却影響を除く連結ベースでの配当性向３０％以上を維持

14/3期 15/3期
16/3期
(予定)

上期 25円 30円 30円

下期 30円 30円 30円

通期 55円 60円 60円
のれん償却影響を

除く配当性向
60.8% 53.7% 101%
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 取締役一覧： (2015年6月26日定時株主総会後) （●は新任、□は独立役員、下線付きは女性）

 執行役一覧： （※は取締役兼任、下線付きは女性）

ＬＩＸＩＬグループ 役員体制の変更

㈱LIXILグループ （指名委員会等設置会社）

社外取締役 數土 文夫 □

社外取締役 佐藤 英彦 □

社外取締役 川口 勉 □

社外取締役 幸田 真音 □

社外取締役 Barbara Judge ● □

※ 代表執行役社長 兼 CEO 藤森 義明

代表執行役副社長 川本 隆一

※ 執行役副社長 筒井 高志

執行役副社長 八木 洋介

執行役副社長 松本 佐千夫

※ 執行役専務 金森 良純

執行役専務 松村 はるみ

執行役専務 Laurence W. Bates

執行役専務 Jin Song Montesano

執行役 豆成 勝博

取締役 潮田 洋一郎

取締役 藤森 義明

取締役 筒井 高志

取締役 金森 良純

取締役 菊地 義信

取締役 伊奈 啓一郎

Barbara Judge氏

グローバルな
ベスト・

プラクティスと
ガバナンスに
関する豊富な
経験に期待
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㈱LIXILの役員一覧(2015年6月25日定時株主総会後)

㈱LIXIL（監査役設置会社）

㈱LIXIL
㈱LIXIL

ビバ
･･･

持株会社：

㈱LIXILグループ

㈱LIXIL役員一覧

David J Haines
取締役

LIXIL Water Technology
CEO
（兼）

GROHE Group S.à r.l.
Chairman and CEO

Nicola Greco
取締役

LIXIL Building Technology
CEO
（兼）

Permasteelisa Group
Chief Executive Officer(CEO)

藤森 義明
代表取締役社長 兼

Chief Executive 
Officer(CEO)

兼
LIXIL Kitchen 
Technology

CEO

松本 佐千夫
代表取締役 副社長執行役員
Chief Financial Officer(CFO)

八木 洋介
取締役 副社長執行役員

Chief HR Officer

Laurence Bates
取締役 専務執行役員

Chief Legal 
Officer(CLO)

井植敏雅
取締役 副社長執行役員

LIXIL Housing Technology
CEO

白井 春雄
取締役 副社長執行役員
LIXILジャパンカンパニー

CEO

Jin Montesano
取締役 専務執行役員
Chief Public Affairs 

Officer(CPAO)

二瓶 亮
取締役 専務執行役員

R&D本部長

越田 悟
監査役

坪井 祐司
監査役 ※新任
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水まわりのリーディングカンパニーであるGROHEが2015年3月にドイツで開催
された衛生設備と空調の最先端を紹介する見本市 ＩＳＨ に出展

• 2015年3月10日～14日 ドイツのフランクフルトで開催

• ISHとは、バスルーム・建築・エネルギー・冷暖房・再生エネルギー専門の国際的見本市

• 2,300㎡と広大なGROHE展示ブースを通じて、新商品だけでなく、バスルーム、キッチ
ン、スパのサービスに向けた幅広い商品も紹介

• LIXILとGROHEのグループ共同出展は初めて

• 新しいバスルームを提案

• 国際的な記者会見がDavid J. HainesとMichael Rauterkusによって開催され、60人以
上の報道陣が出席

LIXILグループ総力結集
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「ダイバーシティ経営企業１００選」 「なでしこ銘柄」に選定

「ダイバーシティ経営企業１００選」（経済産業
大臣表彰）は、経済産業省「ダイバーシティ経営
によって企業価値向上をした企業」 として、
累積で約１００社を表彰するもの

ＬＩＸＩＬグループが、ダイバーシティ推進企業として
「ダイバーシティ経営企業１００選」 「なでしこ銘柄」に選定されました

「なでしこ銘柄」は、経済産業省が東京証券
取引所と共同で、東証一部上場企業の中から
特に女性活躍推進に優れた企業を選定・発表
する事業。２０１４年に引き続き、２年連続での
選定
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グローバル行動指針を制定

One LIXILとして全世界の社員が共有する「LIXILグループ行動指針」を策定

LIXILグループ全社員（正社員、パート・アルバイト、契約社員、嘱託社員など）・役員が守るべき
行動指針として、全世界共通の「LIXILグループ行動指針」を2015年4月に策定し、周知・浸透に
取り組んでいます。
まず日本語と英語の２か国語で発行、6月中に13言語がそろいます。
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ご参考
(Appendix)
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• 2015年3月期まで当社グループの持分法適用関連会社であったGROHE
（2014年1月出資）を通じて間接的に所有するJoyou AG（本社：ドイツ、フラ
ンクフルト証券取引所上場、以下Joyou）が2015年５月22日にお知らせい
たしましたとおり、同年５月21日（ドイツ時間）に、破産手続開始の申立を行
うことを決定し、その後、同年５月22日（ドイツ時間）に、ドイツ・ハンブルク
地方裁判所に対して、破産手続開始を申し立てました。

• その背景としまして、数年度に渡り不正会計が行われており、債務超過状態
であることが判明したことによります。

• なお、2015年3月期において、当社グループの同社に対する持分は31.62%
でありました。
このため、日本基準では営業外損益の項目に持分法投資損益として連結さ
れていました。

A-1. Joyou事案のまとめ
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<本日までの経緯＞
• 本年4月中旬、当社代表執行役杜長及びGROHEのCEO兼取締役会議長宛

に、中国国内に支店を持つ金融機関から書簡が届きました。書簡によれば、
Joyouの中国における完全子会社であるJoyou Group Building Materials 
Co. Ltd が、同銀行から供与され、Joyouグループの創業者である、Cai
Jianshe(CEO)とCai Jilin(COO)親子 により個人保証された商業手形引受
ファシリティの一部の負債が債務不履行に陥ったとの内容でした。

• これを受けて、Joyouの監査役会は、同年４月27日に、会計専門家及び法
律顧問による特別監査を実施することを決定しました。

• Joyouは、同年５月３日には上記特別監査により、売上、負債及び利用可
能な現金の額が、2014年度の同社の財務報告にて報告された各金額から、
大きく乖離しているとの暫定的な結果を公表しました。

• 当社においても、当社代表執行役社長の指示により、4月24日には当社
CFO及びCLOを共同代表とする特別調査チームを結成し、同月27日より5
月22日までの間、現地にて調査を実施しました。
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• 調査手法は多岐にわたり、Joyouによる特別監査と協働しつつ、契約書、覚
書等債務額の確定に必要な書類の精査、電子データの取得・精査、銀行・
債権者・販売代理店その他関係者との面談、提出書類の精査、Joyou中国
子会社マネジメント及び社員の面談等を集中的に行っております。

＜当社の初期調査により確認された事実の概要＞
• 当社の初期調査の段階で、Joyouグループの創業者によるものと思われる

帳簿外の巨額な債務が見つかり、公表されているアニュアルレポートの純資
産（2014年12月期で435百万ユーロ＝約637億円）との間には1,000億
円を超える差異があり、大幅な債務超過に陥っていることがわかりました。

• 上記債務の総額、目的・資金の使途は過去データの意図的な破棄・消去に
より、現時点では全容解明には至っておりませんが、Joyouの今回の破綻の
主要原因であると考えられます。
また、売上の過剰報告、販売費用の過少申告等の不正が行われていました。

• なお、Joyou及びその子会社は、2015年４月１日より当社連結子会社と
なっていましたが、同社の破産手続の申立に伴い、当社グループの連結財
務諸表には含んでおりません。
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Joyouの破産に伴う損失の実績及び見込額（連結）

内容 計上時期 段階損益
計上額
（億円）

当初株式取得時における
Joyou分の株式価値毀損 14/3期 特別損失 238

Joyouの利益に対する
持分法投資利益取消 15/3期 営業外費用 3

Joyouの実態調査等に係る費用等
15/3期 特別損失 12

追加株式取得における
Joyou分の株式価値毀損 15/3期 特別損失 79

Joyouの子会社の債務に
関しての債務保証に関する損失

16/3期
(見込)

特別損失 330

計 662
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90.3 

83.7 

ＣＣＣ （オペレーション効率化）バランスシート最適化

 債権の流動化 ７８０億円

 資産の売却・証券化 ６０億円

 有価証券売却 １５０億円

１，０００億円
１６年３月期末まで目標

CCCの進捗と目標

※活動ベース、日本基準

15/3期の達成 ： ９９０億円

引き続き16/3期もＢＳ最適化
継続

17/3期の目標 ： 55日

（単位：日）

（単位：年/月）

A-2. フリーキャッシュフローは前年比1,450億円増

▲6.6日
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A-3. 2015年3月期 国内売上・事業利益の増減(前年差)

166162

0

200

400

600

800

1,000

15

ホーム
センター

13

営業費用ミックス
/売価

8

売上減資材

52

為替

34

特殊要因

67

住宅・
不動産

19

建デポ

14/3期
通期実績

(日本基準)
888

事業利益率
7%

事業利益

15/3期
通期実績

(日本基準)
741

事業利益率
6%

環境要因 ▲86億円
体質 +6億円

-17% 単位：億円

売上

単位：億円

498

0

12,900

13,100

13,400

13,000

13,500

13,200

13,300

11

新築/非住宅 住宅・不動産

47

建デポ

27

ホームセンターリフォーム

30

15/3期
通期実績

（日本基準）
12,899

-536

+1%

14/3期
通期実績

（日本基準）
13,435

-4%

-6%

-1%

-147

+10 % -7%

(上期 -1%、下期 -6%（3Q -4％、 4Q -8%))

(上期 -29%、下期 -7%（3Q -9％、 4Q -4%))
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A-4. 2015年3月期 海外売上・事業利益の増減(前年差)
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15/3期
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3%

+15% +7%

3Q   -5 
4Q   +2
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美特他 -7 
一時要因 -10
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A-5. 2015年3月期 国内売上・事業利益の増減(予想差)
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環境要因 ▲23億円
体質 ▲57億円

-10% 単位：億円
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A-6. 2015年3月期 海外 売上・事業利益の増減(予想差)
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A-7. その他(1)

 特別損益

単位：億円

18 111 +92 金融収益及びその他の金融費用

- 11 +11 K-engine事業分離による 持分法による投資利益

11 13 +1 その他の収益

特別利益 30 134 +105

16 39 +23 中国工場閉鎖等 その他の費用

4 17 +13 中国工場他 その他の費用

のれん償却額等修正差額 - 5 +5 ＡＳＢ －

関係会社投資関連損失 238 91 -147 Joyou分の株式価値毀損 その他の費用

30 31 +2 その他の費用

特別損失 288 183 -105

固定資産売却益 他

減損損失

固定資産除売却損 他

工場再編関連損失

IFRS項目

投資有価証券売却益

内容科目

持分変動利益

14/3期
実績

増減額
15/3期

実績
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単位：億円
 為替の影響

A-7. その他(2)

 税金費用 （税金負担率 前期57% ⇒ 当期58%）

 国際会計基準（IFRS）の正式な適用は16年3月期末から予定

※日本基準ベースでの影響項目

前期、当期ともに関係会社投資関連損失の計上があったことなどから税金負担
率が増加。なお通常の負担率は次のとおり。
通常実効税率34.6%（～15/3期）⇒32.1%（16/3期）、31.3%（17/3期～）

レート 事業利益* 営業外損益 経常利益

15/3期 予想値 1$=105円 -30 - -30

15/3期 通期実績 1$=110円 -34 112 78

16/3期 予想値 1$=125円 -130 - -130
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A-8. 2016年3月期 売上・事業利益予想の増減 （前年差）

売上 単位：億円
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為替 -130      
資材等 -90

GROHE +130
既存のれん +60
償却費/他 +40
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通期実績

(日本基準)
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営業利益率
3%

事業利益

+233

+45%
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(IFRS)
750

事業利益率
4%

+2,566

GROHE 480 
(3ヶ月)

16/3期
通期予想

(日本基準)
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営業利益率
3%

16/3期
通期予想

(日本基準)
18, 700

ご参考 （従来ベース）

流通・小売/
その他

リフォーム商材 +4%
新築/非住宅 0%

本業 +226
のれん -69
PPA -91
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A-9. 今後も成長が見込まれる国内リフォーム事業

単位：億円

G-16：2014年5月開示 中期経営計画
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G-16リフォーム売上計画

予実

国内の主なトレンド

 高齢化
 省エネ
 耐震

実 実
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14年度
実績

15年度
予想

マーケット 新築 -9% -2%
リフォーム -18% +0%
新築 -6% 0%

 リフォーム (ストレッチターゲット) -1% 11%
 リフォーム (計画値) -1% 4%

前年比伸び率

A-10. 国内売上を保守的に想定した利益改善を図る

-30%

-20%

-10%

+0%

+10%

14/1Q 14/2Q 14/3Q 14/4Q 14年度 15年度

マーケット 新築 当社 新築

-6%

-23%

-15%

-28%

-18%

+0%
+1% +2%

+3%

-6%

+4%

-30%

-20%

-10%

+0%

+10%

14/1Q 14/2Q 14/3Q 14/4Q 14年度 15年度

マーケット リフォーム 当社 リフォームストレッチターゲット 当社 リフォーム計画値

リフォーム +11
(対マーケット)

リフォーム +17
(対マーケット)

当社
リフォームストレッチ

マーケット
リフォーム

当社
リフォーム計画値

当社 新築 マーケット 新築

LIXIL 予想前提

新築市場 リフォーム市場
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A-11. BT-16*1改善の進捗報告 国内における活動により...

*1 BT-16: Business Transformation 
*2 3ヵ年累計目標

期初予想（初年度130億円）を達成してスタート

項目 主な施策
16年度

改善目標*2

14年度
財務諸表
反映実績

SCM

 営業・工事情報一元化
 生産・物流拠点最適化
 ロジスティック改善
 戦略購買
 CCC改善に伴う効果

550億円 116億円

粗利の改善
 プロセスを可視化する事によるロスコストの

削減
 商品ポートフォリオの最適化

350億円 85億円

間接費など
 営業サポートプロセス改善
 商品開発効率化
 販管費削減

200億円 22億円

内部目標額 1,100億円 223億円

歩留考慮 （コンティンジェンシー) -330億円 -50億円

国内コア事業 770億円 173億円
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A-12. ...事業効率化の実施及び予定

年間コスト削減額：23億円

実施時期 内容 対応/目的 部門

2014年4月
サンウエーブキッチンテクノ㈱を
売却

事業の選択と集中 ＬＷＴ

2014年8月
中国 驪住建材(蘇州)の
衛生陶器製造ラインを閉鎖

中国American Standard・
ベトナム工場へ移管

ＬＷＴ

2014年12月 GROHE カナダ工場の閉鎖 ASBメキシコ工場へ移管 ＬＷＴ

2015年4月
㈱LIXILとサンウエーブ工業㈱他
2社を合併

グループ会社のスリム化 本社

2015年6月 ASB ネバダ工場の閉鎖 ASBメキシコ工場へ移管 ＬＷＴ

2015年12月
立野工場（富山県、金属製建材
製造）の操業停止

小矢部工場（富山県）に集約 ＬＨＴ

2016年3月
青山工場(三重県、電子部品製
造)の操業停止

知多工場(愛知県)に集約 ＬＷＴ

実
施

予
定




